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1.はじめに 1.はじめに 

 近年、現状のシステムの改善または新規シス

テムの導入の場面においてビジネスプロセスを

分析し把握する事は非常に重要視されている。

ビジネスプロセスを可視化しビジネスプロセス

モデル（以降 BPM）にすることで分析・把握の精

度は上がる。ところが現在、BPM から直接システ

ムを開発する一連の流れは確立されていない。 
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 そこで我々の研究では、モデル駆動型開発を

想定し、ARIS を用いてビジネスプロセスを可視

化した BPM を利用し実行可能なプラットフォー

ムに依存しないモデル（以降 PIM）を作成するこ

とにより、直接開発することを可能にする一連

の手法の提案と検証を提供する。 
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2.ビジネスプロセスモデリング 2.ビジネスプロセスモデリング 

 業務プロセス全体をビジネスプロセスと呼ぶ。

システム開発では委託者の要求定義が必要であ

る。そのときに現状の業務プロセスをモデル化

することは委託者と共通理解するために有益で

ある。我々の研究ではこのビジネスプロセスを

モデル化するために IDS シェアー社の ARIS 

Toolset を使用する。ARIS はビジネスプロセス

を機能ビュー、組織ビュー、データビュー、制

御ビューによって記述する。制御ビューはこれ

らのビューを統合してモデル化する。 
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 eEPC 図は制御ビューを詳細に記述するために

使用する。eEPC 図では、イベントとファンクシ

ョンの２つを主に用いる。ファンクションとは

あるオブジェクトに関わる専門的な課題、活動

である。ファンクションは、ファンクションを

起動させるための何らかのイベントが存在して 
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3.モデル駆動型開発 3.モデル駆動型開発 

モデル駆動型開発(MDA)とはモデルを中心とし

て開発を進めていく方法である。中心となるモ

デルは PIM と PSM の 2 つのモデルから成り立つ。

図１に示す。逆に非 MDA 開発ではシステムの厳

密なロジック（詳細仕様）は設計モデルで作り

込む。 
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PIM とは Platform Independent Model の略で

プラットフォームに依存しないモデルのことで

ある。プラットフォームとは CPU や OS、プログ

ラミング言語などを表している。PSM とは

Platform Specific Model の略でプラットフォー

ムに依存したモデルのことである。開発環境、

開発言語などに対応したモデルである。PIM から

PSM へは、現在ツールを使って自動的に変換する

ことが可能となりつつある。また、PSM 間もブリ

ッジツールによって、変換することが可能であ

る。つまり PIM のモデルを作っておけば、どの

ようなプラットフォームに対応できる。 
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 Executable UML は実行可能な PIM を作成す

る方法のため、要件定義や実装、配置などの方

法は提供していない。Executable UML は主に

UML のクラス図、ステートチャート図、アクシ

ョンセマンティックを使用して PIM を作成する。

また、PIM の側面を表現するのにユースケース図、

コラボレーション図を使用する。 
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ぞれのドメインに対して Executable UML を作成

する。各ドメインは独立している。それらのド

メインを密接に関係したクラスのかたまりを持

った幾つかのサブシステムに分解する。 

 各クラスのインスタンスはある段階ごとに異

なる振る舞いを持つ、ドメインにおけるクラス

のライフサイクルをモデル化するためにステー

トマシンを利用する。ステートマシンは状態を

持つ。ドメイン内で何かが起きたときシグナル

が発生する。シグナルは１つのイベントは必ず

１つのステートマシンによって受け取られる。

イベントによって状態変化が起こり、イベント

を受けたステートマシンはプロシージャが起こ

る。プロシージャはアクションによって構成さ

れる。プロシージャは新しいクラス間のリンク、

新しいオブジェクトを生成、削除を行ったり、

クラスの包含範囲を選択したりする。これらに

よって、実行可能な PIM を作成する事が出来る。 

 

5. BPM から PIM への変換手法 

 まずビジネスプロセス分析し BPM を作成す

る。BPM から PIM への変換として本研究では主に

eEPC 図を利用する。eEPC 図のファンクションの

分解はなるべく細かく、例えば 2 つの動作を 1

つのファンクションに書くべきではない。変換

手順は以下のように定義した。 

・ 一つの eEPC 図をサブシステムの一部として

考える。つまり eEPC 図の数だけクラス図が

存在するということである。 

・ システム化を行いたいファンクションを決め、

そのファンクションにシステムを関連付ける。

これはどのファンクションをシステム化する

かを分析する為である。 

・ システム化を行いたいファンクションにおい

て、組織(組織ユニット、役割、要員など)の

外部エンティティからの操作や外部エンティ

ティへの出力が必要な場合や外部エンティテ

ィをファンクションに関連付ける。 

・ ファンクションを実行する為に必要なクラス、

属性を考え、そのファンクションにクラス、

属性を関連付ける。ファンクションの文中の

名詞などがクラスや属性の大きな候補になる。 

・ １つのファンクションは複数のクラスと関連

付ける事が出来る事とする。 

・ 全部のクラスを抽出し終わったら ARIS のモ

デル生成機能を使用して eEPC 図からクラス

図を自動変換する。 

・ クラス図上で１つのファンクションに複数の

クラスが関連付けられている場合、クラス図

上のクラス間で関連があるということである

ので、クラス図上でそのクラス間を接続する。 

・ クラス図上で多重度、関連名、ロールを付け

加える。 

・ ライフサイクルをもつクラスのステートマシ

ンを作成する。１つのファンクションに複数

のクラスが関連付けられている場合、ステー

トマシン上であるクラスが他のクラスのオブ

ジェクトを参照するだけか、あるクラスが他

のクラスに何らかのシグナルを送信している

場合のどちらかである。何らかのシグナルを

他のクラスのオブジェクトに送信している場

合、それをステートマシン上に記述しそのオ

ブジェクトの状態変化を記述する。 

・ ファンクション間でクラスの変化がない場合

はそのクラスのオブジェクトが自分自身にシ

グナルを送信しているとし、そのクラスのス

テートマシン上に記述し状態変化を記述する。 

・ システム化を行いたい１つのファンクション

において、外部エンティティとクラスが存在

する場合は外部エンティティがシグナルを送

信または受信していると考え、そのクラスの

ステートマシンに記述する。 

・ さらにステートマシンに状態変化が必要な場

合は記述し、ステートマシンにアクションを

記述する。 

 

6.これからの課題 

 今回の手法に基づいて作成した PIM の検証を

数多く行い、変換手法をより正確なものへして

いかなければならない。今回提供した変換手法

のほぼ全ては手作業であり Executable UML の知

識が必要不可欠である。これからはどのファン

クションをシステム化するか決めた後は自動的

に PIM に変換できることを目指す。 
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